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鉄道会社は、さまざまなかたちで「食」に取り組んできました。
駅ビル・エキナカでの飲食店展開をはじめ、長い歴史を持つ駅弁や
お土産の販売、沿線地域のグルメ情報の発信など、その実績は多岐
にわたります。しかし昨今、単身世帯の増加などの家族構造や、働き
方の変化とともに、食の在り方も変わりつつあります。中でも、望んで
いないにもかかわらず一人で食事をする「孤食」という現象は、子ども
や高齢者を中心に社会問題化しています。

駅は一人で過ごす機会が多い場所です。私たちはこれまでの研究
で、「駅で一人きりのカフェタイムを過ごし『個』を取り戻す」「駅で一
人でいる時に人混みに紛れ周りの人と『同化』したい」といったイン
サイトがあることを見つけてきました。また駅では、一人で過ごす人
も気軽に入りやすい・過ごしやすい飲食店が設けられるなど、多様な
シーンを受け止める工夫がなされてきました。そんな駅を有する鉄道
会社だからこそ、それぞれのオケージョンで豊かな食生活を送ろうと
する人々に、できることがあるのではないでしょうか。

vol.61「遊びたくなる沿線」の冒頭でもお伝えしたように、利用者が
沿線内の各所のリソースをくまなく活用することが豊かな暮らしにつ
ながると、私たちは考えます。一人のときも、誰かと一緒にいるときも、
どこかへ食事に出かけたくなる機会を提供できたなら、沿線ブラン
ディングの強化にもつながるでしょう。
時代に求められる食と沿線地域の在り方について、さまざまな角度
から考察していきます。

沿線に暮らす
一人一人の食を考える
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2020年に発刊された『縁食論
― 孤食と共食のあいだ』（ミシマ
社）。食べものを通じた人と人と
の結び付きを探り、「あたらしい食
のかたち」を歴史学の観点から
語った一冊

ふじはら・たつし
1976年生まれ。京都大学大学院人間・環境学研究
科修士課程修了。同博士後期課程中途退学。博士

（人間・環境学）。京都大学人文科学研究所助手、
東京大学大学院農学生命科学研究科講師を経て、
現職。専門は農業史、食の思想史。『決定版 ナチスの
キッチン―「食べること」の環境史』（共和国）で河合
隼雄学芸賞（2013）、『分解の哲学―腐敗と発酵を
めぐる思考』（青土社）でサントリー学芸賞（2019）、ま
た日本学術振興会賞（2019）など、受賞多数。近著に

『たくさんのふしぎ 食べる』（福音館書店）。

孤食でも共食でもない
「縁食」という新たな食の場

―最初に、ご研究の概要について簡単
にご紹介いただけますか。

藤原：専門は歴史学で、特に食べ物の
歴史に関心があります。食べ物の歴史は
どうしても飢餓のような暗さに直結してし
まうので、悲観的になりがちです。しかし、
一方で可能性も秘めています。歴史を追
いつつ、食べ物を通じて明るい未来を照
らしたいという気持ちが、私の研究の根
幹にあります。その思いを『縁食論』という
エッセイにまとめました。
　また、ドイツ史を専門としており、台所の
歴史をまとめた『ナチスのキッチン』（河合隼
雄学芸賞受賞作）という本も出しています。

論調が強まりました。けれど、誰かを責めて
も解決しません。誰もがふらっと立ち寄っ
て食べにこられる場が必要ではと考えてい
た頃、子ども食堂が急速に普及し始めまし
た。これはまさに縁食だと思いました。食に
よる緩やかなつながりをきちんと説明でき
る概念を提示することで、もっと社会に広
まってほしいという思いもあります。

食べるという行為によって
自然と言葉がもれてくる

―歴史学の観点でみると、食べることは
どのような意味を持つとお考えですか。

藤原：農村では、近世から労働力の貸し
借りが行われていました。農繁期には共同
で田植えや稲刈り、炊事に取り組み、終わ
るとお礼として食事を提供し一緒に食べ
た。つまり、お礼が縁食だったわけです。
　また、1920年代の都市では、地方から
出てきた単身の労働者のための公衆食堂
がありました。安く食事ができるだけでな
く、落語や映画などのエンターテインメント
も同時に楽しめ、1人で行っても寂しくあり
ませんでした。そんなふうに、言葉で表現
されていなくとも「そこに居ていいよ」「あな
たはそこに居る価値があるんだよ」という
メッセージを感じられる場所が、かつては
あったのです。

ナチスドイツの時代に台所がどう変化し、
台所を利用する女性たちをどのように変え
たか、そしてそれが社会をいかに変えたの
かという「台所中心史観」で書きました。
システムキッチンを開発した女性を主人
公にした、女性から見たドイツ現代史の
一冊です。女性史といえば女性が取り組
むもので、男性の私が女性の歴史を書く
のはかなり珍しがられましたが、ぜひとも
やりたいと思って取り組んだ研究です。

―どちらも非常に興味深いご研究です
ね。今日は「縁食論」を中心にお話を伺
いたいと思いますが、「縁食」とはどのよ
うな概念でしょうか。

藤原：この言葉は私の造語です。関係性
が求められる共食でもなく、かといって1人

―公衆食堂はまさに縁食の場ですね。
社会にそのような場所があると、どんな
効用があるのでしょうか。

藤原：見知らぬ人も含めて、人と接する
回数が増えます。すると、おしゃべりが生ま
れるかもしれない。人とおしゃべりをして
意見を交わすことは、社会が多様である
ための基盤だと思います。そもそも食べる
行為には、おしゃべりを促す役割がありま
す。食べることで副交感神経が働き、リラッ
クスする。すると、言ってはいけないと思う
ハードルが下がり、普段言えなかった言葉
もぽろっともれるのです。ですから、縁食
空間は「おしゃべりしなさい」ではなく、「お
しゃべりしやすい」空間になる。おしゃべり
をして言葉がもれないと、さまざまなことを
自分の中で抱え込んでしまいます。今の社
会には、「しゃべっていい」と感じられる場
所が少なすぎるのだと思います。

―おしゃべりしやすい場としての縁食空
間について、具体的な事例があれば教
えてください。

藤原：ドイツのデュースブルクという都市
の小学校へ調査に行ったことがあります。
そこでは、週に１度「親カフェ」をやってい
ました。保護者が当番で料理を作り、小
学校の教員、事務スタッフ、役所の福祉担

ぼっちで食べる孤食でもない、緩やかに
人間がつながり得る食の在り方を「縁食」
と名付けました。共食というのは元々人類
学の用語で、村や家族で神様などへの供
え物をした後に、その残りをみんなで食べ
ること。つまり、同じ共同体に帰属する人た
ちが神や仏と共に食べることです。それに
対して、縁食の「縁」は縁側からイメージし
ました。農家だった実家の縁側には、近所
の人が気軽に立ち寄り、お茶を飲んだりお
やつを食べたりしておしゃべりをしにきて
いました。そんな、ふらっと寄って帰れるよ
うな緩やかなつながりが、今こそ求められ
ているのではないかと思ったのです。
　2010年に、「無縁社会」が流行語大賞
にノミネートされました。さらに、年越し派遣
村が注目され、子どもの孤食が問題視され
るようになり、自己責任論や母親を責める

当者の人たちと一緒に食事をするという
ものです。これはまさに縁食空間です。親
カフェでは、食べながら親が不安や悩み
をぽろっともらす。そこには先生や市役所
の人もいるので、相談につながります。基
本的に、食べること以外何も求められたり
強制されたりしない場所なので、かえって
相談しやすいのです。それを私は「弱目的
性」と呼んでいます。相談するという機能
が強調されすぎると、逆に相談しにくくな
り、目的が果たせなくなるというのが私の
見解です。縁食空間では、ちょっとご飯で
も食べようかといった弱い目的でやって
来たついでに、深刻な悩みも打ち明けら
れるのです。

目的や役割から解放する
縁食空間の弱目的性

―日本では、どのような縁食空間の事例
がありますか。

藤原：今はお休みをしているのですが、
大阪に「ばんざい東あわじ」というおばん
ざい屋さんがあります。地域住民から寄付
された食材で作ったおばんざいは、どれ
も1g1円。ただし、500g以上は無料になる
ので、山盛りにしても500円です。持ち帰り
のほか、そこで食べることもできますから、
お年寄りがよく食事をしています。そして、

藤原辰史さん京都大学 人文科学研究所
准教授

おしゃべりが生まれ、役割から解放される
食を通じた多機能な居場所を

食をひもとく歴史学者に聞く
「縁食」で緩やかにつながる社会の在り方

食べることの意味や価値を考えるとき、1人でグルメを楽しむ、

家族や友達と会食を楽しむといった以外には、どんな食の場があるでしょうか。

また食の場は、人の気持ちや社会の在り方にどのような影響を及ぼしうるのでしょうか。

「縁食」という概念を生み出し、歴史学の視点から食をとりまく社会的課題を研究する

京都大学准教授の藤原辰史さんにお話を伺いました。

農作業の合間に長靴をはいたまま縁側に座って、漬物をお茶請けにして15分程お
しゃべりをする「たばこの時間」という故郷の風習から、「縁食」という語を想起した

（写真提供：山陰中央新報社）

1924年から1945年まで、現在の東京都台東区にあった三味線堀食堂。当時の東京
市が経営した公衆食堂で、米価の高騰をきっかけに、廉価で食事を提供するため
開設された（写真撮影：石川光陽）
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放課後子どもたちがやって来ると、「しゅく
だいカフェ」が始まります。せめて18時くらい
までは親が自由な時間を持てるようにと、
ボランティアの大学生が子どもたちの宿題
を見てあげるのです。面白いのは、しゅくだ
いカフェなのにものすごい数の漫画が置い
てあって、それが全て職業漫画。世の中に
はたくさんの職業があることを教えたいと、
宇宙飛行士から金融業の漫画までそろい
ます。子どもたちがいろんな人やコトに出会
える、そんな縁食空間です。

―大人や子どもが自然に集う縁食空間
ですね。

藤原：もう１つは、盛岡にある「なないろの
とびら診療所」。内科から緩和ケアまでを
診る地域医療を担う医師が、診療所の隣
で、無料給食を提供する場を運営していま
す。そこではご飯を食べてもいいし、お茶
を飲んでしばらくボーッとしていてもいい。
寄り合い所のようなところで、たまたま近く
に診療所があるという形にしたようです。
縁食空間を入口にして、診療という目的を
解体し、ここに居てもいいと感じられる居
場所をつくる。そうすることで、診療所だけ
では癒やせなかった人たちも癒やしていく

ないと、食文化も減退してしまうのです。ギ
ブミーベジタブルのように、食文化がリアル
に生まれる現場を見られるのは、重要なこ
とだと思います。

―縁食空間の料理が食文化を育てると
いうのは、意外なお話で驚きました。そこ
に集まる人にも、何か影響がありますか。

藤原：役割固定からの解放という点で、
大きな意味があります。鳥取のある子ども
食堂では、子どもとお年寄りが触れ合える
場にしたいと考えて、お年寄りにも「無料で
食べられるので来てください」と声をかけ
たそうです。ところが、お年寄りは全く来な
かった。困った運営者は、新たな策を練り
ます。今度は、子ども食堂をやりたいので
力を貸してほしい、調理や子どもの相手を
手伝ってほしいと声をかけたのです。する
と今度は、たくさんのお年寄りが来てくれま
した。彼らは、ケアされたいのではなく役に
立ちたいのです。ケアは本来、双方向のや
り取りですから、縁食空間では一緒に料理
をするなど、「ケアする人」「ケアされる人」と
いう役割固定をしないことが重要です。

地域の個性を生み出す
公共的な縁食空間を増やす

―食の観点から、駅や沿線にはどう

空間に変えたのだと思います。

―先ほどもお話に出ていた弱目的性が、
重要な要素なのですね。

藤原：人にはシーンによって多様な役割
があります。家ではお父さん、お母さんだ
けど、電車に乗れば乗客だし、街を歩けば
通行人。たくさんの役割があるのに、いつ
の間にか固定の役割だけに強く縛られす
ぎることが問題だと思います。縁食空間に
は、それを解除するという効用もあります。
　NHK広島放送局の番組に出演した際、
子ども食堂を紹介する映像を見ました。お
母さんが2人の子どもを連れて行くと、食
堂の女将さんが「久しぶり、大きくなった
ねぇ」と、母親の腕の中にいた小さな妹を
抱き取ってくれました。その瞬間、お母さん
は下の子を抱く必要性から解放されたの
です。誰かと会う、家族とは違う集団と出
会うことで、自分の役割分担が解除される
のです。そして今度は、普段甘えるのを我
慢しているお兄ちゃんが、久しぶりにお母
さんの膝を独占できるようになります。固定
されがちなそれぞれの役割が解除される。
そういう場がないと生きづらいですし、行き
詰まってしまうのだと思います。

いった空間が必要だと思いますか。

藤原：さまざまな人が行き交う駅は、多
様な人たちが同じ「止まり木」に止まりや
すい場と言えます。例えば、300円くらい
で5分、10分とちょっと寄って、自分を一度
リセットし、客観視できる場があるといい
と思います。そういう縁食空間があるだけ
で、子育て中の親なども、子どもに対する
責任を背負いこみ過ぎず、ゆとりが生まれ
るかもしれない。日頃の役割から解放され
て、何者でもない自分でいられる場所が、
駅のような公共的な空間にこそ必要では
ないでしょうか。
　また、今はどこも都市化が進み、まちが
均質化しているように感じますが、鉄道は
全く違った地域をつなぐものです。隣接す
る駅どうしでも、本来なら生態系から異な
るはず。そういった地域の違いが、豊かさ
を生み出すのではないでしょうか。これか
らは、「テロワール※」のように地元の人の手
によって作られた、その地域でしか醸し出
せない味を楽しめるようになってほしいと
思います。地元の小さな飲食店を集めた、
その地域だけのフードコートが駅にあって
もいいかもしれません。そうすると、地域の
人もやる気になって活気づくでしょう。

―縁食空間であり、かつ地域の個性を
生み出せる場というのは、沿線にとって

共に料理をすることにも
大きな意味がある

―親カフェのように、提供されたものを
食べるだけでなく、自分たちで料理する
ことにも何か効果がありますか。

藤原：入場料もアーティストの出演料も
野菜で支払う「ギブミーベジタブル」という
音楽イベントが、全国各地で行われていま
す。お客さんが持ってきた野菜を、料理人
がその場で料理して提供し、残った野菜は
出演者やスタッフが報酬として持ち帰ると
いうものです。これも縁食空間です。持ち寄
られた野菜にインスパイアされて好き勝手
に料理をしますから、料理人も面白いし、
食べる側も今までにない料理を食べられま
す。縁食空間で料理をすることが、食文化
を面白くしているんです。
　これは何を意味するかというと、現代版の

「お祭り」です。お祭りは、食べ物を通じて
人とつながること。本来は、自分の家の料
理をみんなに食べさせる場が、お祭りでし
た。ある家の料理が家庭から出て外に広
がる、あるいは他の家の料理を学んで持っ
て帰ることができる。そうやって、お祭りを
通じて料理は発達してきました。お祭りが

とても魅力的ですね。

藤原：コーヒー１杯に600円を払うとして
も、そこにしかないコーヒー屋を育てるた
めだとすれば、まちづくりに関わることにも
なります。自分がお金を払ったことで、大
好きな空間を残せる。つまり、「推し空間」
を育てていくということになり、個性ある公
共空間づくりに一役買うことにもなります。
　経済の半分は、プレゼントだといわれま
す。自分の消費が、何らかの形で人を助け
ることにつながればうれしい。人間はそうい
う利他的な行為をするものです。そのため
にも、地域の人の挑戦を助ける駅であって
ほしい。止まり木のような縁食空間も、その
地域で初めてカフェを開いた若者がやって
いるようなお店だといいですね。有名な店
は、多少立地が悪くても集客できます。大
人が商品にお金を払って、チャレンジする
若い人を助けるようなお店を作るなら、駅
のような多くの人が行き交う立地に可能性
があると思います。挑戦する人を、駅でみん
なで育てられたらいいですね。
　どこに行っても同じチェーン店があれ
ば、ほっとするのかもしれません。しかし、
それは歴史的に“つくられてきた”消費行
動です。もっとクリエイティブに消費してい
くことで、人生がより楽しく、面白いものに
なるはず。これからは、もう少し冒険的な試
みがあってもいいのではないでしょうか。

PHOTOダミー

左／なないろのとびら診療所は、「おちゃのまこども食堂」として月に一度の無料給食を提供。診療所に隣接する会場の「おちゃのま」は「屋根のついた公園」をイメージしてつくられ、
本を交換できる文庫や常設の食堂、地元産品の商店などがある　右／「おちゃのまこども食堂」を訪れる子どもの中には、率先しておにぎりを作る子もいて、居合わせた人に配る
ことも。ゆくゆくは、子どもが地域の人におにぎりを振る舞う取り組みも始めたいという（写真提供：なないろのとびら診療所）

左／ギブミーベジタブルで入場料として集まった野菜は「野菜壇（やさいだん）」と呼ばれる場所へ、いったん「捧げ」られる。写真は富山県南砺市のお寺で行われた時の野菜壇
右／料理人は、集まった野菜を見てから、その場でレシピを考え調理する。飲食店を営むプロに、地域の女性や料理好きの子どもも加わり、キッチンはいつもにぎやか

（写真提供：特定非営利活動法人ギブミーベジタブル／写真撮影：内木洋一）

※　土地を意味するフランス語で、農産物や食品の性質を決定づける自然環境や、食事、文化までを含めて指す
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満足は事前期
待と現実との

ギャップで

決まるもの。「
出張のついで

」で期待値

が低い分、旅
の満足度が高

いのだと思

います。新奇
性はなくても

、本人が見た

ことのない場
所にはワクワ

クし、価値を

感じていまし
た。メジャーで

ない場所で

も回遊を促せ
るチャンスは

、まだまだあ

るのかもしれ
ません。�（研

究員・松本）

　東急東横線・東京メトロ日比谷線の
中目黒駅から徒歩約10分の立地に、
2024年オープンしたラウンジ「SANU 
NOWHERE（サヌ ノーウェア）」。都心か
らアクセスのよい海・山・湖などの近くで
会員制のシェア別荘サービスを展開す
る株式会社Sanuが、自社オフィスの下
に作りました。
　「会員の多くは首都圏にお住まいの
方々。都市にいながら自然を感じたいと
いう同じ思いを持つ人々と、つながれる
場所がほしいと誕生しました」と話すのは、
広報の柴田菜々子さん。「サービスもこの
場所も、会社の共同創業者自身がほしい
と思ってつくったものなんです」と続けま
す。会員と直接顔を合わせられる、温度
感のある場所を求めたのだと言います。
　SANUのブランドコンセプトは「Live 
with nature. /自然と共に生きる。」。1階
には、地域に根ざし環境に配慮した取り
組みを行うコーヒーショップ「オニバスコー
ヒー」と、日本有数のサーフスポット・宮
崎県青島にあるタコス店「サンバルコ」が、
昼夜交代制で出店。1階から柵越しに

見下ろせる地下空間は客席やイベント
スペースとなり、自然に関する選書が並
ぶ中二階のライブラリーは、土日の夜は
客席としても利用することができます。
　店内外で存在感を放つのは、巨大な
岩です。「都会で自然を感じるには、巨
石が持つような自然の“質量”が鍵にな
ると考えました。そこで『大地のかけら
を持ち込む』ことをテーマに、日本各地
を巡り、これだと思う岩を自分たちで集
めてきたんです」と柴田さん。自然の中
でするように、ここでも岩に腰かけたり、
料理をのせたりしてもよし。そんなふうに、
「地球の質量」が感じられる空間にしま
した。「ノーウェア」に込めたのは、“どこ
でもない”という意味。都市と自然の間
に本来区切りはなく、地続きだということ
です。入口の植栽もサボテンの隣に松
を植えるなど、地球上のさまざまな地域
の植物が交じります。店内装飾に自然物
を採用すると手間やコストがかかります
が、本物を置くことにこだわりました。
　店内は居心地のよさを重視し、誰でも
自然に興味を持ってもらえるよう工夫を

SANU NOWHERE
自然好きな仲間が集える場所を。

都会の真ん中で大地を感じられるラウンジ

取材・文／中村さやか

凝らしています。そのせいか、来店する
のは会員よりも近隣の一般客が多いそ
うです。地下のスクリーンでは毎夜、海
や山、登山家、サーファーなどを取り上
げたドキュメンタリーなどのショートフィ
ルムを上映。利用者からは「タコスとワ
インを片手に自然の映像に浸れるのが
心地よい」との声も聞かれます。
　今後の目標は、イベントで集いの場
を増やし、多くの人が自然の中に行きた
くなるきっかけを作り出していくことだと
柴田さん。都会と自然との距離が、ます
ます縮まっていきそうです。

DATA
東京都目黒区中目黒3-23-16
https://www.instagram.com/sanu_nowhere/

1. オープンなカウンターとガラス張りのエントランス
が印象的な1階。背の高い緑の脇に置かれた大きな
岩は、テーブルやイスのように使って飲食できる

2. 入口の植栽。巨大な岩を囲むのは、砂漠地帯の
サボテン、南国をイメージさせるヤシ、北米の針葉樹
など、まさに“ノーウェア”な組み合わせ

3. 青島で親しまれる名店「サンバルコ」のメニューが
並ぶ。メキシコの伝統を取り入れたタコスや季節の
アラカルトを、ナチュールワインと合わせて楽しめる

文／髙梨輝美　イラスト／松橋てくてく

Profile
39歳　男性　会社員
既婚　埼玉県在住
同居家族
妻（38歳・パート）
長男（5歳・幼稚園年長）

出
張
つ
い
で
に
一
人
旅

駅
消研

の観察ノート

Type

04

まっすぐ帰らず、ぎっしり楽しむ

　2カ月に一度くらいのペースで出張すると
いう営業職のDさん。行き先は、東北、北陸、
東海、近畿、九州と広範囲で、帰りに寄り道
しながらの一人旅を楽しみにしています。先日、
山形へ出張した際には、仕事が終わると仙台
へ移動し、応援している野球チームの試合を
スタジアムで観戦。そのまま1泊して翌日は
早朝の列車で日本三景の一つ、松島へ。仙台
に戻り、仙台城跡の博物館を見学。再び列車
に乗り白石城を訪ね、宇都宮の餃子店にも
立ち寄ってから帰宅しました。
　「出張する方向のエリアで行きたい場所が
いくつかあったら、どうすれば巡れるのか、実
現できるルートを探る。とにかく詰め込みたい
ので、出張帰りはたいてい朝早くに出発する
ことになる」という気合の入れようです。

“ついで”だから楽しめる一人の時間

　この一人旅を始めたきっかけは、全国の観
光地などを訪れるとアイテムがもらえる位置
情報ゲームアプリを始めたことでした。せっか
く出張でいろいろな場所に行くのなら、つい
でに足を延ばしてアイテムを手に入れよう、と
思ったそうです。
　もともと、城跡や古戦場めぐり、ラーメンの
食べ歩きが好きなDさん。家族旅行だと、子
どもに合わせて遊園地や有名な公園などに

行きますが、一人なら、ちょっとマイナーな行
き先も好きに選べます。ふだんは家族の都合
を優先させて行動するDさんにとって出張の
帰り道は、妻公認の自由時間。「あくまで“出
張のついで”に行くということで許してもらっ
ている」、そんな一人旅です。

感性が磨かれる、途中下車

　「自分の足で、見たことのない場所に行く
のはワクワクする」とDさん。移動はだいたい
各駅停車の列車に乗り、何度か途中下車をし
ます。駅から目的地まではバスか、片道10km
くらいなら歩くことも。その土地の町並みや
自然を味わいながら歩くのが好きで、福井で
はラーメンの屋台がズラリと並ぶ道を見つけ
て文化の面白さを感じたのだとか。「死ぬま
で絶対に行かないような場所に来た！という
満足感がある」と言います。
　旅で撮った景色や食事の写真を見返すと
ポジティブな気分になれるそうです。また、列
車の待ち時間には、友人に写真やメッセージ
を送ることもあります。後日、会って「山城を
歩いて疲れたことや、港町で食べた魚のこと
など旅の体験を話す時間は、ただの飲み会
より質の良い時間だと思う」とDさん。　
　贅

ぜいたく

沢はしないものの、Dさんはこの一人旅
を「感性が磨かれる特別な体験」と感じてい
ます。ついでで始めた寄り道が、心を豊かに
する大切な旅になっているようです。

寄り道じゃないと
来られなかった

11

2

3

いま注目したいユニークなリアル店舗
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